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活動報告 

 

協会よりお知らせ スクリュー・プレス工法協会 

<住所>富山県氷見市上泉 51 

<TEL> 0766-30-2372  <FAX>0766-30-2566 

<Email> spassoc.info@gmail.com 

<HP> https://screw-press.jp/ インスタグラム・Facebook 

当協会では、インスタグラム・ Facebook を通じ

て会員皆様の様々な情報配信しています。 

インスタグラム Facebook 等で掲載できる写真や

情報を随時募集しています。協会事務局までメール

にてご送付下さい。 

また、情報の提供に多大なご協力をいただいた

方には、協会から表彰致します。 

皆様からのご応募をお待ちしております♪ 

■ スクリュー・プレス工法協会 第 2 回総会 

 

平成 31 年 4 月 19 日両国ビューホテルにてスクリュー・プレス工法協会第 2 回総会が開催されました。株

式会社グランテック社員含め、42 名の参加となりました。 

第 1 部では株式会社レクティオ代表取締役・平田様に議長を務めていただき、慎重に議案審議を執り行う

ことができました。ありがとうございました。 

第 2 部では協会顧問である長岡技術科学大学大学院・大塚 悟教授よりご講演いただきました。またその内

容について、ご傾聴いただきました。 

第 3 部では株式会社ｅｃｏ・カンパニー様と株式会社ライフベース様よりそれぞれ事例発表をいただき、

非常に興味深い発表となりました。 

長時間にわたっての開催となりましたが、多数のご出席、ご協力を賜り、誠にありがとうございました。

今後の協会運営に活かしていきたいと思います。 

■ 懇親会の様子 

 

総会終了後の懇親会が開催され、40 名ほどの参加を賜りました。乾杯

のご挨拶を株式会社 eco・カンパニー代表取締役社長・斎藤様よりいただ

きました。お食事とお酒を楽しみながら、前年度工法の普及に貢献して

いただいた上位 3 社に対し、株式会社グランテック永島社長より、記念

品が授与されました。 

中締めのご挨拶は、施工ランキング表彰で見事 1 位を獲得された株式

会社ライフベース代表取締役社長濱田様より、協会の繁栄と参加者のご

健勝を祈念し、1 本締めにて懇親会は終了致しました。 

ご参加いただきました協会員の皆様に感謝申し上げます。 

 

 

ホームページリニューアルに向け準備中 

 

現在、協会ホームページはリニューアルのため

更新を控えております。新しいホームページは

2019 年 8 月に開設予定です。 

皆様にはご不便、ご迷惑をお掛け致しますが、 

宜しくお願い致します。 

ノベルティ・実験キット製作中 

 

工法の普及と営業ツールとして、ノベルテ

ィを作成し、皆様に配布致します。 

また、スクリュー・ レスス工法について分か

りやすく伝え、理解を深めるための簡易実験

キットも考案中です。 

 
スクリュー・ レスス工法協会・事務局 

〈TEL〉0766-30-2372  

〈Email〉spassoc.info@gmail.com 

担当：松田 

◆ご利用予約 お問合せ先◆ 

長岡技術科学大学大学院

教授 大塚 様

株式会社

ｅｃｏ・カンパニー

斎藤 様

株式会社ライフベース

三島 様

mailto:spassoc.info@gmail.com
mailto:Email〉spassoc.info@gmail.com
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施工事例 会員紹介 

発注元  富山市 

元請   某建設会社 

施工会社 株式会社グランテック 

工事名  第 2 期○○企業団地整地(その 2)工事 

工事場所 富山県富山市 

施工対象 Ｌ型擁壁 H=800 70m  H=1,000 30m 

設計荷重 H=800 最大地盤反力度 37KN/m2  H＝1,000 最大地盤反力度 46KN/m2 

施工数量 基礎下根入れ深さ Df=0.7m～1.5m 

施工期間 2018/10/26～28（表層部安定処理） 

     2018/10/31～11/2（スクリュー・プレス工法【柱状砕石補強体を用いた地盤補強工法】） 

施工体制 SP 施工機 1 台 0.25BH2 台 作業員 2 名 
 

砕石パイルの施工に至った経緯 

当初の設計では厚さ 1.5m の浅層混合処理工法で設計されていたが、計画の擁壁に隣接して既存排水路があり

応力分散角がとれず、柱状形状での計画変更となり、当工法が採用された。 

 

設計上苦労した点 

 対象が道路用擁壁の為、設計基準は道路橋示方書を用い、構造計算書を基に検討した。 

また、採用決定後に試掘したためボーリング調査と大きく差異があり、再検討と図面作成の対応が短期で要求

された。 

 

品質管理上の留意した点① 

 スクリュー・プレス工法の施工後に擁壁下の基礎コンクリートの品質を安定させるため、基礎コンクリート

下端の仕上げ高さより 0.2m 高い高さで 1 次掘削し、そこから 0.7m の表層部安定処理を行った。根切をした

ときに表層部安定処理が 0.5m 残るように配慮した。 
 

品質管理上の留意した点② 

 施工延長が長く、試掘したところ調査データと差異があったため、施工箇所ひとつずつを強固層に着底させ

ながら施工を進めた。 
 

現場施工上の留意した点③ 

 隣接した排水路があり、周辺地盤より低い状況で施工するため、施工機の真芯で施工することが困難であっ

た。機体を斜めに向けながらの施工となり、アウトリガーの位置を確保する為、幅 4ｍの施工スペースが必要

となった。 

 

今後の課題 

 大幅改訂が実施された平成 29 年度版の道路橋示方書の基準を理解して、採用できるようにすること。 
 

まとめ 

 当造成工事は今後も続く予定であり、先日も問い合わせがあった。一度公共事業で採用されると工区が違っ

ても採用されやすい状況となる。また、利益率も大きいのでこのような実績をこれからも増やしていきたい。 

以上のことを踏まえて、今後も皆様のご期待に添えるよう、また、会員皆様の営業力となるべく、尽力致し

ていきたい。 

                                  株式会社グランテック 

                                   営業部 課長 林 功 
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